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リブ･イン･ピースだより
「われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、

平和のうちに生存する権利を有することを確認する。」

5月28日、普天間飛行場移設先として、キャンプシュワブの「辺野古崎地区及び隣接する水域」と日米

共同声明を発表し、同日夜臨時閣議で政府は閣議決定した。

米軍普天間飛行場移設に関する日米共同声明のポイントは次の通り。

一、普天間飛行場の代替施設の滑走路は１８００メートルとし、名護市のキャンプ・シュワブ辺野古崎地区と

これに隣接する水域に設置。

一、代替施設の位置と工法の検討は８月末までに完了。

一、現行計画の環境影響評価の手続きを著しく遅らせない。

一、鹿児島県・徳之島を含め、海兵隊など在沖縄米軍の県外への一部訓練移転拡充。グアムなど国外移転も検討。

一、外務、防衛担当閣僚による次回の日米安全保障協議委員会までに移設計画を確認。

一、沖縄本島東にある米軍訓練水域の一部を返還。 (沖縄ﾀｲﾑｽ号外より）

わたしたちはこの声明、閣議決定に強く抗議します。

沖縄基地問題は、決して沖縄だけの問

題ではありません。鳩山首相は少なくと

も県外と言っていた言葉をかなぐり捨て、

沖縄の民意よりも日米合意を優先させ、

辺野古に新基地を作る方針を発表しまし

た。こんなことは決して許されません。

全国からも声をあげていきましょう。

（4月 18日、大阪梅田駅陸橋で｢沖縄の民意に応えてください｣署名の街頭署名活動）
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